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堂々の発表
青少年の主張大会

５日、第３０回を迎える柳津町青少年の主張大会が開催されました。今年は、３０回の
記念大会ということで、町内４校の児童生徒も観客として参加、会場も柳津中学校体育館
での実施です。
本校からは、文化祭でも発表した渡部美空さん、鈴木未夢さん、井関千聡さんの３名が

発表。バドミントンの県大会に重なった渡部美空さんは、大変異例なことながら、ビデオ
による発表となりました。
本校を代表した３名は、いずれも手元に準備した原稿に目を落とすこともなく、しっか

りと前を見て発表。内容的にも深いものがあり、発表が終わると会場から大きな拍手をい
ただきました。

＜渡部美空さん＞ ＜鈴木未夢さん＞ ＜井関千聡さん＞



１１月の生徒指導
［指導上の留意点］
生徒会の最大行事である文化祭も終了し、生徒は充実感

を持つ反面、すべてが終わってしまったということで目標
をなくし、やる気を失ってしまう生徒も現われてくる。そ
こで生徒一人一人が新たな目標に向かって、スタ－トでき
るように指導・援助していきたい。特に、落ち着いて学習
に取り組むようにさせたい。
［具体的指導］
１．生活指導

（１）基本的生活習慣の育成のため、継続指導を行う。
①服装を整えさせる。 ・防寒着の着用について→安全面・機能面を優先
②休み時間を有効に活用させる。 ・学校生活に不要な物は持ってこない

（２）整理整頓や環境美化に努めさせる。（自ら気づいてきれいにする態度の育成）
２．学習指導
（１）意欲的な学習習慣・態度の育成を図る。

①始めと終わりのけじめをしっかりつけさせる。
②授業へ集中させる。
③学習用具・課題忘れのないようにさせる。

（２）中間テストの反省を生かし、期末テストに向けて効果的な学習をさせる。
３．学級指導
（１）学習環境の整備に努めさせる。
（２）係の活動内容を確認させる。
（３）リ－ダ－の育成を図るとともに、新たな人間関係作りを意図的に行う。

４．教育相談（二者面談：１１月６日～７日、三者面談：１１月２７日～２９日）
（１）個に応じた指導をする。
（２）家庭との連携を密にして、家庭との信頼関係を深め、協力を得る。

５．その他
（１）生徒会や委員会の活動を確認し、着実に実践できるようにする。
（２）各種大会に向けての活動の調整・充実と学習との両立を図れるようにする。

復習は大事…
今月は学習強化月間。先生方からは毎日、家庭学習の大切さが話されているものと思い

ます。特に、復習が大切であることはよくいわれます。では、どうして復習は大切なので
しょうか？また、復習の時期や量はどうなんでしょう？
こうした問いに科学的な研究をしたエビングハウスという人がいます。その概略をお知

らせします。

右のグラフはドイツの心理学者エビングハウスの忘却について
の有名な実験結果です。エビングハウスは、実験により人間の記
憶は指数関数的に減少するということを明らかにしました。人の
記憶は1時間で56パーセントが失われてしまいます。それが1日た
つと、74パーセントは忘れてしまうというから驚きです。しか
し、その忘却も1日が過ぎるとほぼ横ばい状態となり、その後は徐
々に右下がりに減少していきます。また、忘却は学習をおえてか
らしばらく置いてから始まるのではなく、学習直後に急速にすす
みます。こうしたなかでも、なんとか記憶力を高めたいと思うの
は誰しも同じことです。とりわけ受験勉強に必死に取り組んでい
る人にとつては知識を記憶するということは最大の関心事です。
みなさんの中には、エビングハウスの実験結果を聞き、「それじ
ゃ暗記しても仕方がない」「どうせ忘れてしまうのでは、覚えて
もしょうがない。」
と考える人も多いかと思います。だが,落胆することはありませ
ん。それは、これまで述べてきたことは復習をしないことを前提とした話だからです。
すっかり忘れてしまってからでは駄日です。しかし、忘れる前ならば、復習し、再記憶することで忘れるスピ
ードは緩やかになることも明らかにされています。
さらに、学問などの体系的な知識では、より緩やかに忘却はすすむと考えられています。みなさんにとり、

授業で学んだ知識を忘れないためには、何しろ記憶を戻す復習が極めてたいせつであるということになりま
す。それも早うちほど効果があるということです。
１日過ぎると74パーセントは忘れてしまうわけですから、その前になんとか手を打たなければなりません。

そこでたいせつになってくるのが、時間的にも継続可能な家に帰つてからの“復習"です。家に帰りその日の授
業の復習をするか否かで、授業で学んだ知識の記憶に大きな差が生じます。
もし毎日欠かさずに復習したならば、知識の記憶は格段に高まることが期待できます。また、その日の復習

をするときに、前日に暗記した知識を短時間でよいので目をとおし記憶をもどしてあげるのも、より記憶を確
かなものにするためには効果的です。
家に帰つたら、まずは教科書とノートを開き、その日の授業の記憶を戻してあげる家庭学習を身に付けまし

ょう。


